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1.はじめに 

 本工事は，京奈和自動車道の一環として大和御所道路における橿原北 IC を含む延長約 840ｍにわたって高

架橋下部工を構築するものである．基礎杭には，近年急速に普及しつつある鋼管ソイルセメント杭が採用され

ている．鋼管後沈設方式（HYSC 工法）の鋼管ソイルセメント杭の施工において，鋼管の高止まり対策として

施工時間の短縮や適正なソイルセメント柱の造成が重要となる． 

 

2.鋼管ソイルセメント杭の概要 

 鋼管ソイルセメント杭とは，現地盤中に造成し

たソイルセメント柱とリブ付き鋼管との合成杭

で，中掘り杭と同等の先端支持力，場所打ち杭の

2倍の周面摩擦力が期待できる．このため，他工

法と比較し，杭径・杭本数を減らすことで経済的

な設計が可能となる．また，鋼管ソイルセメント

杭は，低騒音，低振動，排土量が少ない，防食効

果等の特徴がある． 

 

3.施工時の問題点と改善事例 

3.1 試験杭施工時の問題と原因 

 問題発生：鋼管建て込み時に，鋼管自重による

沈設が困難となった． 

 

 

         直接的な原因            原因の究明 

ａ. ソイルセメントの固化発現  ←  固化時間(3 時間に設定)に対し作業所要時間が超過 

   ｂ. 硬質粘土層の土塊の残留   ←  掘削時の撹拌不足 

 ・作業所要時間の超過の要因 

   1) 深さ 20ｍ付近から掘削速度が著しく低下したこと 

2) 2 回の鋼管溶接時間と付随する超音波探傷試験に伴う冷却時間および試験時間が全体施工時間に影

響したこと 

    3) 深さ 25ｍ付近の硬質粘性土層においてセメントミルク吐出口が閉塞し，圧送ホースの継手が脱落す

る等のトラブルが発生したこと 

このため，ソイルセメントの配合設定した固化時間（3時間）に対し鋼管打設作業に 5時間を要し，2

時間の超過となった． 

 ・掘削時の撹拌不足 

硬質粘性土層において，ソイルセメント柱中に未撹拌による流動性の不十分な粘性土塊が介在し，鋼

管の挿入を阻害した． 
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3.2 対策の検討 

（1）所要時間を短縮するための対策 

1)掘削撹拌翼の洗浄 

  浅層（深さ GL-11.0m 付近）の粘性土層の掘削･撹拌が完了した時点で，先端ビットを引き上げ，掘削撹拌

翼に付着した粘性土を洗浄除去する．これにより，トルク負荷が軽減し，掘削能力の回復により，以深の砂

質土層，硬質粘性土層に対し所定の掘削速度の維持を図った． 

 2)鋼管の建て込み前の溶接 

ターニングローラーを使用して鋼管を建て込み前に溶接し，1本もので設置を行う．これにより，建て込

み時の溶接時間の短縮を図った．（短縮時間:30 分×2 回=1 時間）但し，建て込み精度の確保，安全面にお

いて十分な配慮を要した． 

3)セメントミルク吐出口の改良 

  セメントミルク吐出口に閉塞防止スリットを取

り付け，土の吐出口への侵入を防護した． 

（2）掘削時の撹拌不良防止対策 

 硬質粘性土において，未撹拌により土塊が残留し，

鋼管建て込みの阻害要因となった．そこで，未撹拌部

分を無くし，ソイルセメントの流動性を確保するため

に，入念なターニング（掘削撹拌翼を上下に繰り返し

移動させること）を以下のとおり実施した． 

 1)ターニングは，掘削時ではなく，引き上げ時に行

う． 

 2)ソイルセメントの流動性の確認として，掘削撹拌

翼の軸回転でロータリー積算油圧値 10（MPa/m）

以下を管理値とする． 

 3)ロータリー積算油圧値の管理は，オペレーターが

掘削攪拌機に取り付けたモニターを確認すると

ともに，現場事務所でも遠隔システムにより監視

できるようにした． 

3.3 対策結果 

 対策を実施した結果，試験施工で 5 時間を要した作業が，1.5 時間に短縮することができた．これにより，

当初計画の日当り施工本数 2本に対し 2.5 本となり，全本数 164 本において 16 日の工期短縮となった． 

4.現場で実施した創意工夫 

 鋼管ソイルセメント杭の施工に当たり，施工性及び品質の向上を図るため，以下を実施した． 

  1)杭頭ズレ止めリングの事前施工 

  2)包装用エアークッションによる杭頭掘削の施工性向上 

  3)口元管の設置精度管理の強化による杭芯精度の向上 

5.おわりに 

 本論文では，鋼管ソイルセメント杭おける鋼管の高止まり対策として，施工時間の短縮および撹拌不良防止

対策でのターニングの管理について報告した．ターニングの管理値については，現場独自で設定したものであ

り，土質性状や杭径，杭長などにより管理値は異なると考えられる．特に硬質粘土層や腐食土層において鋼管

ソイルセメント杭を施工する場合は留意されたい． 

図-2 ロータリー積算油圧値グラフ 
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